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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一及び第二の剛的なクリップ部分を含む外肢クリップを含む、酸素測定プローブであ
って、
　前記クリップ部分の少なくとも一方は、
　前記クリップ部分の外表面にある受入れ孔であって、光ファイバケーブルヘッドと解放
可能に係合し且つ整列し、光が、前記光ファイバケーブルヘッドを通じて、前記外肢クリ
ップ内に受け入れられる外肢内に送り出され且つ／或いは外肢から受け取られる、受入れ
孔と、
　前記クリップ部分の内側に固定される圧縮可能なフォーム又はプラスチック層であって
、前記受入れ孔と整列する孔を定める、圧縮可能なフォーム又はプラスチック層と、
　前記クリップ部分の前記受入れ孔と整列する光ファイバケーブルヘッドの結合部分に解
放可能に付着する取付け構造とを含み、
　前記外肢クリップが再使用可能でないことを保証するために、前記受入れ孔が、前記受
入れ孔を通じて前記結合部分を押し込んで滑り嵌めを達成するのを許容しながら、前記結
合部分の取り外しのためにより大きな力を要求するような形状に構成されることで、並び
に、前記受入れ孔及び前記取付け構造を形成する前記外肢クリップが、前記光ファイバケ
ーブルヘッドの前記結合部分よりも軟らかい材料で構成されることで、前記クリップ部分
の外表面の前記受入れ孔及び前記取付け構造の形状は、前記光ファイバケーブルヘッドを
前記受入れ孔から取り外すと恒久的に物理的に変形させられて、前記受入れ孔及び前記取
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付け構造を機能不能にさせるように構成される、
　酸素測定プローブ。
【請求項２】
　前記外肢クリップの前記取付け構造に解放可能に付着する結合部分を含む光ファイバケ
ーブルヘッドを更に含み、前記結合部分は、その端部で、切頭円錐の上に円筒を載せた形
状を有し、その基部は、前記取付け構造に嵌り込み且つ前記光ファイバケーブルヘッドを
前記外肢クリップに係止する円形リップを形成する、請求項１に記載の酸素測定プローブ
。
【請求項３】
　透明な窓層を更に含み、該窓層は、患者の皮膚と前記光ファイバケーブルヘッドとの間
の障壁として作用し、且つ、光が前記光ファイバケーブルヘッドに或いは前記光ファイバ
ケーブルヘッドから通じることを許容する、請求項１又は２に記載の酸素測定プローブ。
【請求項４】
　前記取付け構造は、前記受入れ孔の周縁から径方向に外向きに延びる１つ又はそれより
も多くのスロットを含み、該スロットは、前記受入れ孔が前記光ファイバケーブルヘッド
を収容するよう拡張し、且つ、前記光ファイバケーブルヘッドを所定位置において解放可
能に保持することを可能にする、請求項１乃至３のうちのいずれか１項に記載の酸素測定
プローブ。
【請求項５】
　前記取付け構造は、前記受入れ孔の周縁の周りに位置付けられる１つ又はそれよりも多
くの可撓な保持クリップを含み、該保持クリップは、前記光ファイバケーブルヘッドを所
定位置において解放可能に保持するために、前記光ファイバケーブルヘッドを収容するよ
う外向きに撓み、前記光ファイバケーブルヘッドの受入れ後に元の位置に戻る、請求項１
乃至４のうちのいずれか１項に記載の酸素測定プローブ。
【請求項６】
　前記第一及び第二の剛的なクリップ部分の双方は、形状及び形態が同じであり、蝶番が
それらの遠位端部に結合される、請求項１乃至５のうちのいずれか１項に記載の酸素測定
プローブ。
【請求項７】
　前記第一及び第二の剛的なクリップ部分は、一体的に成形されるプラスチックである、
請求項６に記載の酸素測定プローブ。
【請求項８】
　前記圧縮可能なフォーム又はプラスチック層を覆う接着層を更に含む、請求項１乃至７
のうちのいずれか１項に記載の酸素測定プローブ。
【請求項９】
　前記外肢クリップは、その大きさを示すよう着色コード付けされる、請求項１乃至８の
うちのいずれか１項に記載の酸素測定プローブ。
【請求項１０】
　解放可能に取り付け可能な光ファイバ酸素測定プローブであって、
　使い捨て可能な外肢クリップと、患者の血液酸素レベルを監視するために光を送り出し
且つ受け入れる一対の光ファイバケーブルヘッドとを含み、各光ファイバケーブルヘッド
は、患者の外肢に取り付けられる外肢クリップの上のそれぞれの保持構造内に嵌り込む結
合部分を有し、前記保持構造は、前記クリップ部分の外表面にある受入れ孔と、該受入れ
孔と整列する前記光ファイバケーブルヘッドの前記結合部分に開放可能に付着する取付け
構造とを含み、
　前記光ファイバケーブルヘッドから光を受け取り且つ該光から患者の血液酸素レベルを
決定する患者モニタを含み、
　前記外肢クリップが再使用可能でないことを保証するために、前記保持構造が、前記保
持構造を通じて前記結合部分を押し込んで滑り嵌めを達成するのを許容しながら、前記結
合部分の取り外しのためにより大きな力を要求するような形状に構成されることで、並び
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に、前記保持構造を形成する前記外肢クリップが、前記光ファイバケーブルヘッドの前記
結合部分よりも軟らかい材料で構成されることで、前記外肢クリップの外表面の前記保持
構造の前記受入れ孔及び前記取付け構造の形状は、前記結合部分の取外しにより、前記保
持構造の前記受入れ孔及び前記取付け構造が結合部分を保持する機能を果たさない地点ま
で更に恒久的に物理的に変形させられる、
　酸素測定プローブ。
【請求項１１】
　前記結合部分は、前記保持構造内に嵌り込み且つ前記保持構造によって整列され、その
端部で、切頭円錐の上に円筒を載せた形状を有し、前記結合部分を収容するよう前記保持
構造を変形させる、請求項１０に記載の酸素測定プローブ。
【請求項１２】
　前記光ファイバケーブルヘッドが前記外肢クリップに取り付けられながら回転可能であ
るよう、前記結合部分は円形である、請求項１０又は１１に記載の酸素測定プローブ。
【請求項１３】
　磁気共鳴映像環境において利用される、請求項１０乃至１２のうちのいずれか１項に記
載の酸素測定プローブ。
【請求項１４】
　患者の血液酸素レベルを測定する方法であって、
　１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドを、患者の外肢に
取り付けられる外肢クリップの上のそれぞれの可撓な保持構造に結合するステップであっ
て、前記保持構造は、前記クリップ部分の外表面にある受入れ孔と、該受入れ孔と整列す
る前記光ファイバケーブルヘッドの結合部分に開放可能に付着する取付け構造とを含む、
ステップと、
　前記１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドに接続される
光ファイバケーブルを患者モニタに結合するステップと、
　前記患者モニタからの光を前記１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケ
ーブルヘッドを通じて放射するステップと、
　前記１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドから光を受け
取るステップと、
　前記患者の血液酸素レベルを監視するステップと、
　前記患者から前記外肢クリップを取り外すステップと、
　前記外肢クリップから前記１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケーブ
ルヘッドを取り外すステップとを含み、
　前記外肢クリップが再使用可能でないことを保証するために、前記１つ又はそれよりも
多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドの取外しは、前記可撓な保持構造の前記
受入れ孔及び前記取付け構造が前記光ファイバケーブルヘッドを結合する機能を果たさな
い地点まで前記外肢クリップの外表面の前記保持構造の前記受入れ孔及び前記取付け構造
の形状を恒久的に物理的に変形させる、
　方法。
【請求項１５】
　磁気共鳴映像環境において行われる、請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気共鳴映像（ＭＲＩ）システムに用途を見出し、具体的には、患者がＭＲ
Ｉ装置内に位置付けられている間に血液酸素レベルを監視するために患者に取り付けられ
るＳｐＯ２プローブに関する。しかしながら、記載される技法は、他の映像システム、他
の磁気共鳴シナリオ、他のＳｐＯ２監視シナリオ等にも用途を見出し得る。
【背景技術】
【０００２】
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　ＭＲＩ環境では電気リード線を備える従来的なＳｐＯ２プローブを使用し得ない。何故
ならば、ＭＲＩ装置内に生成される高い磁場の故に、電気ケーブル及び導体内に電流が誘
起されるとき、電気ケーブル及び導体は患者に火傷を引き起こし得るからである。従って
、ＭＲＩ走査中の使用のための酸素測定プローブは、典型的には、光ファイバケーブルを
利用し、それは患者の外肢又は指に光を案内し、測定電子機器に戻す。提供される異なる
種類のプローブは、それらを患者の外肢又は指に取り付け得る方法において異なる。新生
児から大人までカバーするよう多数の大きさのグリップが提供される。迅速且つ容易な取
付けのために、鰐型クリップを備える特別なケーブルが利用可能である。
【０００３】
　しかしながら、従来的なグリップは、患者の皮膚に十分に粘着せず、全ての大きさの患
者に十分に適合せず、それは測定アーチファクトを招き得る。従来的なクリップは、より
小さな患者に十分に適合しない。再使用可能なクリップは、相互汚染の危険性を被る。何
故ならば、それらは患者間で殺菌するのが困難だからである。
【０００４】
　光ファイバプローブは、電気的な標準ＳｐＯ２プローブよりも高価であり、よって、病
院が異なる種類の患者の大きさをカバーするよう広範囲の大きさ及び取付け多様性を維持
するのを妨げている。加えて、一部のプローブプラグは、モジュールから光ファイバケー
ブルを外すための工具を必要とし、異なる患者のＭＲＩ走査の間にプローブ全体を交換す
ることを困難にしている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願は、上述の課題等を克服する強化された柔軟性を備えるＳｐＯ２プローブを使用
して患者の血液酸素レベルを監視するための新規で改良されたシステム及び方法を提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　１つの特徴に従えば、酸素測定プローブは、第一及び第二の剛的なクリップ部分を含む
外肢クリップを含む。クリップ部分の少なくとも一方は、そのクリップ部分の外側にクリ
ップ部分孔を含み、クリップ部分孔は、光ファイバヘッドと解放可能に係合し且つ整列し
、光は、光ファイバヘッドを通じてクリップ内に受け入れられる外肢内に送り出され且つ
／或いは外肢から受け取られる。クリップ部分は、クリップ部分の内側に固定される圧縮
可能なフォーム又はプラスチック層を更に含み、圧縮可能なフォーム又はプラスチック層
は、クリップ部分孔と整列する孔を定める。クリップ部分は、クリップ部分孔と整列する
光ファイバヘッドに解放可能に付着する取付け構造を更に含む。
【０００７】
　他の特徴によれば、使い捨て可能な外肢クリップと共に使用するための解放可能に取り
付け可能な光ファイバ酸素測定プローブは、患者内の血液酸素レベルを監視するための光
を送り出し且つ受け取る一対の光ファイバケーブルヘッドを含み、各光ファイバケーブル
ヘッドは、患者の外肢に取り付けられる外肢クリップ上のそれぞれの保持構造内に解放可
能に嵌め込まれる結合部分を有する。プローブは、患者モニタを更に含み、患者モニタは
、光ファイバケーブルヘッドから光を受け取り、そこから患者の血液酸素レベルを決定す
る
【０００８】
　更に他の特徴によれば、患者内の血液酸素レベルを測定する方法は、１つ又はそれより
も多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドを、患者の外肢に取り付けられる外肢
クリップ上のそれぞれの可撓な保持構造に結合し、１つ又はそれよりも多くの取り外し可
能な光ファイバケーブルヘッドに接続される光ファイバケーブルを患者モニタに結合する
ことを含む。当該方法は、患者モニタからの光を１つ又はそれよりも多くの取り外し可能
な光ファイバケーブルヘッドを通じて放射し、１つ又はそれよりも多くの取り外し可能な
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光ファイバケーブルヘッドから光を受け取ることを更に含む。加えて、当該方法は、患者
の血液酸素レベルを監視し、患者から外肢クリップを取り外し、外肢クリップから１つ又
はそれよりも多くの取り外し可能な光ファイバケーブルヘッドを取り外すことを含む。
【０００９】
　１つの利点は、光ファイバリード線(optical　fiber　lead)と光ファイバヘッド(optic
al　fiber　head)の容易な切離し及び再接続に存し、ヘッドを取り外し可能にする。
【００１０】
　他の利点は、ＳｐＯ２プローブを大きさに従って着色コード付けし得ることである。
【００１１】
　他の利点は、指とクリップとの容易な位置合わせ（整列）に存する。
【００１２】
　更なる利点は、リード線がクリップに対して旋回することである。
【００１３】
　他の利点は、患者間の相互汚染の減少、洗浄及び殺菌の単純化、及び、使い捨て可能性
を含む。
【００１４】
　主題の革新の一層更なる利点は、以下の詳細な記載を判読し且つ理解した後、当業者に
よって理解されよう。
【００１５】
　図面は様々な特徴を例示する目的のためだけにあり、制限的であると解釈されてはなら
ない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】患者の指の上に適合するクリップの内部に結合されたフォーム又はプラスチック
クッションを含む血液酸素レベルプローブ装置を示す側面図である。
【図２】ファイバヘッド受入れ孔を備える剛的な本体を有する使い捨てクリップを示す斜
視図である。
【図３】軽量、快適性、確実な適合、及び、低コストの利点を備える、クリップを通じた
ファイバヘッド（例えば、発信器及び受信器）の取付け及び位置合わせの容易さを組み合
わせる使い捨て可能なクリップを示す説明図である。
【図４】蝶番によって一体に結合された湾曲した下方部分と実質的に直線的な又は平坦な
上方部分とを含む酸素測定クリップを示す側面図である。
【図５】蝶番によって一体に結合された第一部分と第二部分とを有する鰐型血液酸素監視
クリップを示す斜視図である。
【図６】蝶番によって一体に結合された第一部分と第二部分とを含む血液酸素レベル監視
クリップを示す側面図である。
【図７】「Ａ」を備える円によって描写された「詳細Ａ」内に示された第一及び第二のフ
ァイバヘッド（例えば、受信器ヘッド及び発信器ヘッド）を含むＳｐＯ２監視プローブを
示す概略図である。
【図８】「詳細Ａ」を示す拡大図であり、ファイバヘッドを詳細に示している。
【図９】蝶番によって一体に結合された第一及び第二のクリップ部分を含む開放した使い
捨て可能な血液酸素測定クリップを示す平面図である。
【図１０】蝶番によって一体に結合された第一及び第二のクリップ部分を含む開放した使
い捨て可能な血液酸素測定クリップを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　ここに記載される様々な機能に従って、異なる酸素測定クリップに容易に取り付け可能
であり且つ異なる酸素測定クリップから容易に取り外し可能である、取外し可能で回転可
能な光ファイバセンサヘッド（例えば、ファイバヘッド）が提供される。ここに記載され
る酸素測定クリップは、使い捨て可能であり且つ再使用可能であり得るし、未熟児から肥
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満な大人又は巨人症のような脳下垂体機能不全を患う大人までの全範囲の患者の大きさに
適合する幾つかの異なる大きさ（サイズ）を有し得る。既述のクリップは、患者の外肢又
は指に適合する圧縮可能なフォーム又はプラスチック層を含み、それによって、患者に対
する適合の追加的な微調整をもたらす。ファイバヘッドを取り外し可能にすることによっ
て、ヘルスケア施設又は病院は、１つ又は少数の組のケーブルを手元に保持すれば十分で
ある。酸素測定クリップの使い捨て可能性は、さもなければ再使用クリップを用いて起こ
り得る患者間の相互感染を軽減する。
【００１８】
　図１は、患者の指の上に適合するクリップ１４の内表面に結合されたフォーム又はプラ
スチッククッション層１２を含む血液酸素レベルプローブ装置１０を例示している。受信
光ファイバヘッド１６又は「受信器」(“receiver”)がクリップ１４の第一の側に結合さ
れ、発信光ファイバヘッド１８又は「発信器」(“transmitter”)がクリップ１４の第二
の側に結合されている。受信器ヘッド１６は第一光ファイバケーブル２０に結合されてい
るのに対し、発信器ヘッド１８は第二光ファイバケーブル２２に結合されている。このよ
うにして、ＳｐＯ２測定のために、光ファイバケーブルへの可撓な取付けが行われる。
【００１９】
　発信器と受信器とクリップとの間の界面は、取付け手段（例えば、クリップ、グリップ
等）の容易且つ迅速な交換のために設計される。１つの実施態様において、クリップ１４
は使い捨て可能である（例えば、１回の使用のために設計される）。他の実施態様におい
て、フォーム又はプラスチック層１２は、クリップを外肢（例えば、指）の上に確実に結
合し且つ相互感染を軽減する接着材料を含む。
【００２０】
　スナップ嵌めファイバヘッド１６，１８は、広範囲のクリップ又はグリップから選択す
るときに、より大きな柔軟性をもたらし、それはクリップ又はグリップ内への迅速な挿入
及び使用後の取り外しを可能にする。よって、光ファイバケーブルを多数の使い捨て可能
なクリップと共に再使用し得る。様々な外肢（例えば、指、足指、手首、足、耳、鼻、前
頭）及び全ての患者の大きさに適合するよう、患者と接触するようになるクリップ１４を
様々な形状及び大きさに設計し得る。１つの実施態様において、再使用可能なクリップは
、指に付着し且つ異なる大きさを備える鰐状クリップである。
【００２１】
　図１のクリップ、並びに、ここで様々な他の実施態様において記載されるクリップは、
それらが取り付けられる外肢（例えば、指、足指等）の輪郭に沿い得る。この機能はクリ
ップの正確な位置決めを容易化する。ファイバヘッドが結合される孔はクリップ表面上の
固定位置にあるので、クリップヘッドがクリップ上にスナップ嵌めされ或いは他の方法で
固定されるとき、ファイバヘッドは自動的に位置合わせ（整列）される。次に、クリップ
が患者の外肢に位置付けられ、ファイバヘッドは血液酸素監視のために正しく位置付けら
れる。
【００２２】
　図２は、ファイバヘッド受入れ孔３２を備える剛的な本体３０を有する使い捨て可能な
クリップ２８を例示している。フォーム(foam)又は軟らかいプラスチック(soft　plastic
)の片(piece)３４がクリップに結合される。フォーム又は軟らかいプラスチックの片３４
を幾つかの異なる方法で構成し得る。例えば、例示される実施態様において、フォーム又
はプラスチック片３４は、蝶型の翼３５を有し、翼３５は、指の側部を包み込み、且つ、
フォーム／プラスチック及び／又はクリップの上方部分に粘着し、選択的に、指の側部に
粘着する接着層３６を有する。剛的な本体３０がカフス形状に事前成形され且つ蝶番を有
さないとき、この実施態様は有利である。この場合、患者の指の頂部及び底部と接触する
フォーム又はプラスチックの内表面は接着剤で覆われず、指は滑り込んだり滑り出したり
する。指の前面がクリップの前面と係合するとき、ファイバヘッド受入れ孔は、互いに面
し合って正しく位置合わせされ、患者の指先（例えば、指の爪）に亘って正しく位置合わ
せされる。この構造の利点は、側方からの周囲光がクリップの内部に進入するのが防止さ
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れ、光ファイバの光放射及び検出と干渉するのが防止されることである。
【００２３】
　１つの実施態様において、フォーム又はプラスチック片はクリップ表面に適合するよう
予切断される。接着剤（例えば、医療接着剤転写等）がフォーム又はプラスチック片の片
側又は両側に塗布される。一方の側の接着剤はフォーム又はプラスチック片をクリップに
固定する。フォーム又はプラスチック片の他方の側の接着剤を取り外し可能な材料の層（
例えば、鑞紙又は他の何らかの剥離ライナ）で覆い、患者の外肢（例えば、指、足指等）
へのクリップの固定の直前に材料の層を取り外し得る。
【００２４】
　他の実施態様によれば、ここに記載されるフォーム（又はプラスチック）片は、約３～
６ｍｍの厚さである。選択的に、厚さ範囲の３ｍｍ端部付近のフォーム（又はプラスチッ
ク）片が使用されるとき、比較的硬いフォーム（又はプラスチック）を使用し得るのに対
し、フォーム（又はプラスチック）片が６ｍｍ厚さ付近であるとき、比較的より軟らかく
圧縮可能なフォーム（又はプラスチック）を使用し得る。
【００２５】
　図３は、軽量、快適性、確実な適合、及び、低コストの利点を備えるクリップを通じた
ファイバヘッド（例えば、発信器及び受信器）の取付け及び位置合わせの容易さを組み合
わせる使い捨て可能なクリップ４０を例示している。クリップ４０は、剛的で堅いプラス
チック本体４２を含む。クリップ４０は、光を収集し且つ放射するための窓４４を含む。
ファイバヘッドカプラ４６は、ファイバヘッド（図示せず）のためのスナップ機能(snap
　feature)をもたらす。蝶番４８が、フォーム又はプラスチック層５０のより容易な塗布
、及び、指へのより容易な取付けの双方を促進する。選択的に、フォーム又はプラスチッ
ク層５０は、患者の指に接着する接着層５２で被覆される。透明なプラスチック層５４が
、窓を汚染から守るために窓４４をファイバヘッドから封止する。透明なプラスチック層
５４は、皮膚と直接的に接触する。これも生体適合性要求を満足するファイバ断面のため
の必要を緩和する。
【００２６】
　１つの実施態様において、フォーム又はプラスチック層は、剛的な片に適合され、クッ
ションを形成する。フォーム又はプラスチック層は、接着剤で被覆され、蝶番４８を備え
る剛的な片を指の周りに折り畳むことによって、指に付着される。クリップ４０を異なる
大きさ及び形状に構成し得る。剛的な本体４２を大きさ及び／又は用途を表示する異なる
色において構成し得る。加えて、指先に向かって又は手に向かって出るケーブルを用いて
、ファイバヘッドを２つの方向のいずれかにスナップ嵌めし得る。
【００２７】
　他の実施態様では、使い捨て可能なクリップの代わりに、洗浄可能な構成部品から成る
鰐クリップのような再使用可能なクリップを使用し得る。この実施例において、再使用可
能なクリップは、ファイバヘッドのために、類似のスナップ嵌めカプラ４６を含む。
【００２８】
　図４は、蝶番７６によって一体に結合された、湾曲した下方部分７２と実質的に直線的
な又は平坦な上方部分７４とを含む、酸素測定クリップ７０を例示している。クリップは
、患者の指７８を受け入れ、その周りで閉じられる。指の端部が湾曲した下方部分７２の
端部と係合するとき、クリップ及び指は位置合わせされる。フォーム又は軟らかいプラス
チックの層８０が、クリップの上方部分及び下方部分の内側（例えば、指側）に設けられ
る。選択的に、フォーム又はプラスチック層は、接着剤（図示せず）で覆われ、接着剤は
、クリップを患者の指に固定する。患者の指の上への改良された適合を促進するために、
フォーム又はプラスチックは圧縮可能である。このようにして、複数の異なる大きさのク
リップを提供可能であり、より密接な適合が選択される。その場合には、圧縮可能なフォ
ーム又はプラスチック層は、選択されるクリップが滑り嵌め(snug　fit)をもたらすこと
を保証する。
【００２９】
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　図５は、蝶番９３によって一体に結合された第一及び第二の部分９２を有する鰐型の血
液酸素監視クリップ９０を例示している。ファイバヘッド受入れ孔９４が、ファイバヘッ
ド９８の結合部分９６を受け入れる。結合部分９６は、切頭円錐形状を有し、その基部は
、それぞれの孔と解放可能に及び回転可能に係合する円形の保持「棘」(“barb”)１００
を形成する。１つの実施態様では、ファイバヘッドの結合部分と噛み合わされるとき、可
撓で解放可能な滑り嵌めをもたらすよう、受入れ孔９４は、その周縁から径方向に外向き
に延びる溝又はスロット９５を有する。ファイバヘッド９８は、クリップ９０に取り外し
可能であり、取り付け可能である。クリップは使い捨て可能であり得るし、或いは、再使
用可能（例えば、洗浄可能）であり得る。
【００３０】
　他の実施態様において、ファイバヘッドを使い捨て可能なクリップに結合することは、
受入れ孔を変形させる。その場合には、ファイバヘッドの取外しは、受入れ孔及び／又は
それらの周りに位置付けられる保持構造の恒久的な変形を引き起こす。例えば、孔が切ら
れ或いは打ち抜かれるクリップよりも硬い材料でファイバヘッドの結合部分を作製し得る
。ファイバヘッドの結合部分は、１つ又はそれよりも多くの棘又は突起を含み、それによ
って、結合部分が孔を通じて押し込まれて滑り嵌めを達成することを許容しながら、取外
しのためにより大きな力を要求する。他の実施態様において、結合部分は、受入れ孔の周
りの保持構造内に嵌り込む切頭円錐形状を有する。ファイバヘッドの結合部分を孔から引
き戻すことは孔の形状を破損するので、ファイバヘッドを再接続する試みの後に滑り嵌め
を再び達成し得ない。この特徴は、クリップが再使用されないことを保証し、それによっ
て、患者間の相互汚染を防止する。
【００３１】
　他の実施態様では、ファイバヘッドが受入れ孔と鍵及び鍵穴状に噛み合うよう、受入れ
孔はファイバヘッドの結合部分の形状を補完する特殊な形状を有する。このようにして、
ファイバヘッドをクリップに係止可能に取り付け得る。選択的に、結合部分は回転可能な
リング又は類似物を含み、リング又は類似物は、結合部分が係止位置に留まりながら、フ
ァイバヘッドが結合部分について３６０°旋回することを許容する。この実施例を更に助
成するために、受入れ孔は、１つ又はそれよりも多くのスロットを含み得るし、ファイバ
ヘッドの結合部分は、スロット内に適合する相補的な突起を含み得る。その場合には、所
定位置に係止するよう、結合部分を（例えば、１／８回転、１／６回転、何らかの他の量
だけ）回転し得る。
【００３２】
　図６は、蝶番１１４によって一体に結合された第一及び第二の部分１１２を含む血液酸
素レベル監視クリップ１１０を例示している。第一及び第二の部分１１２は、類似の又は
同一の形状を有し、それによって、クリップの製造を容易化し、且つ、機能に影響を及ぼ
さずに反対の向きにおいてクリップが患者の指に適用されるのを可能にする。
【００３３】
　図７は、「Ａ」を備える円によって描写された「詳細Ａ」内に示されたクリップ（例え
ば、受信器ヘッド及び発信器ヘッド）のうちの１つとのスナップ接続のための第一ファイ
バヘッド１３１及び第二ファイバヘッド１３２を含むＳｐＯ２監視プローブ１３０を例示
している。各ファイバヘッドは、プローブの患者端部付近で、光ファイバケーブル１３３
，１３４に結合される。ケーブル１３３，１３４は、プローブのモニタ端部でケーブルを
一体に保持するシース(sheath)１３８の上を摺動可能なブート(boot)１３６を通過する。
熱収縮材料１３９を使用して１つ又はそれよりも多くの地点でケーブル１３３，１３４を
一体に結合し得る。ケーブルの一方は、分岐ブロック１４０を通過し、分岐ブロック１４
０は、その内部のファイバを２つのファイバの束１４１，１４２に分割し、２つのファイ
バの束は、それぞれのシース１４３，１４４及び端部片１４６，１４８を通過する。他方
のケーブルは、そのシース１５０を通じて継続し、その内部のファイバの束１５１は、他
の端部片１５２を通じて出る。ファイバの束は、患者モニタに結合され、患者モニタは、
赤色光及び／又はＩＲ光を送り、血液酸素測定情報を担持する減衰又は反射した赤色光及
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【００３４】
　ある実施態様によれば、ファイバの束１４１は、０．０７１インチの直径の（無作為化
された）ファイバの束であり、ファイバの束１４２は、０．１２２インチの直径の（無作
為化された）ファイバの束である。端部片１４６，１４８は、ステンレス鋼の端部先端で
あり、端部先端の各々は、それを通じるファイバの束を収容するのに十分な幅の内径を有
する。ファイバの束１５１は、０．１４１インチの直径のファイバの束であり、端部片１
５２は、それを通じるファイバの束１５１を収容するのに十分な幅の内径を有するステン
レス鋼の端部先端である。この実施態様において、シース１４３は、０．１６０インチの
外径のシリコーンシースであり、シース１４４，１５０は、０．２１５インチの外径のシ
リコーンシースである。前述の寸法及び材料は例示的な目的のみのために提供されている
こと、並びに、ここに記載される機能及び実施態様に従って、他の寸法及び材料を使用し
得ることが理解されよう。
【００３５】
　図８は、「詳細Ａ」の拡大図であり、ファイバヘッド１３１，１３２を詳細に示してい
る。各ファイバヘッドは、ブッシング１７２を通過するファイバの束１７０を含む。各フ
ァイバの束の端部１７４は、それがファイバヘッドの結合端部１７６の表面と面一にされ
るまで研磨される。結合部分は、指クリップ等内の受入れ孔の周りでファイバヘッドを保
持機構に解放可能に接続する棘リング(barb　ring)又はリップ(lip)１７８（断面で示さ
れている）を含む。このようにして、ファイバヘッドを多数の使い捨て可能なクリップに
解放可能に接続し得る。
【００３６】
　１つの実施態様において、ファイバの束１７０は、０．６６の開口数及び４．０ｍｍの
直径を有する。
【００３７】
　図９及び１０は、開放された使い捨て可能な血液測定クリップ１９０の平面図（top-do
wn　view）及び斜視図をそれぞれ例示しており、血液測定クリップは、一体蝶番１９４に
よって一体に結合された第一及び第二のクリップ部分１９２を含む。各々のクリップ部分
は、ここで記載されたような、ファイバヘッドの結合部分（図９及び１０には示されてい
ない）を受け入れる受入れ孔１９６を有する。各受入れ孔の周辺は、複数の一体的な可撓
な保持クリップ１９８を有し、保持クリップは、ファイバヘッドの結合部分を係止可能及
び取り外し可能に受け入れ、且つ、一時的に保持する。
【００３８】
　クリップ１９０の寸法は、幅Ｗ、長さＬ、（クリップの遠位端部での）曲率半径Ｒ、（
受入れ孔の中心からクリップの近位端部までの）距離Ｄとして印されている。１つの実施
態様において、長さＬは、クリップ部分の幅Ｗの約２倍である。曲率半径は、約０．５で
ある。距離Ｄは、クリップ部分の近位端部からクリップ部分の遠位端部までの距離の約３
／４である。もちろん、寸法は測定されるべき指又は他の外肢の大きさに応じて異なる。
ここに記載されたシステムを如何なるＳｐＯ２測定用途のためにも利用し得るが、それら
はＭＲ環境において（例えば、ＭＲ装置内で或いはＭＲ装置付近で）特に有用である。
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